
[大会名] 春の高校バレー第 77 回全日本バレーボール高等学校選手権大会茨城県予選会 

試合会場レポート 
[試合番号]特設 1 [開催日]2024/10/27 

[会場]ひたちなか市総合運動公園総合体育館 

[観客数]1200 [開始時間]11:00 [終了時間] 13:22 [試合時間] 2:22 

[主審]横須賀 威之 [副審]泉 禎人 [記録員]追田 豊弘 

男子：決勝戦 

土浦日本大学高等学校 
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水戸啓明高等学校 

監 督：吉田 達也 22 
第 2セット 

【 0:25】 25 監 督：内山 裕瑛 

コーチ：村松 泰志 23 
第 3セット 

【 0:27】 25 コーチ：揚石 瑠星 
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第 4セット 
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第 5セット 

【 0:26】 22  

【 】内はセット時間 

戦 評 

 第１セット、序盤はサイドアウトを取り合う。動きに硬さが見られる水戸啓明高等学校のミスもあり、土浦

日本大学高等学校が徐々にリードする。中盤、櫻井、尾原のアウトサイドからの攻撃と、白土、匂坂のセンタ

ーからの攻撃が決まり、土浦日大が大きくリードする。水戸啓明は福嶋のアタックや安島のブロックで追い上

げるが、土浦日大が逃げ切りセットを奪った。 

 第２セットは序盤から水戸啓明が抜け出す。角田(隆)、福嶋の攻撃が決まり大きくリードする。終盤、土浦

日大は白土の攻撃などで１点差まで詰め寄るが、水戸啓明は角田(隆)にトスを集めリードを守り、セットを奪

い返した。 

 第３セットも角田(隆)がアウトサイドやバックアタックで得点を重ね、水戸啓明がリードする。土浦日大は

櫻井の得点などで競り合いに持ち込むが、水戸啓明は井上のブロックやツーアタックなどの連続得点で、セッ

トを連取した。 

 第４セット、後がなくなった土浦日大は、鈴木、関のレフト攻撃、サルバドルの速攻で着実に得点を重ねる。

水戸啓明も鬼沢のライト攻撃や鈴木(扇)の速攻など多彩な攻撃で、中盤までに同点とする。終盤、水戸啓明に

連続ミスがあるなか、土浦日大は櫻井や竹内の得点でリードし、セットを奪い返した。 

 最終セット、序盤は水戸啓明が鈴木(扇)のブロックや安島の速攻、角田(隆)のバックアタックなどでリード

する。このまま水戸啓明が優位に試合を進めるかと思われたが、チェンジコート後に土浦日大は、竹内のライ

ト攻撃で一気に同点にする。水戸啓明は井上のツーアタックや鬼沢の得点でマッチポイントとするが、土浦日

大は竹内の得点でデュースにする。その後は緊迫した一進一退の攻防が続いたが、最後は土浦日大が竹内の連

続得点で水戸啓明を振り切り、フルセットの激戦を制した。 

※本票の著作権は茨城県高体連バレーボール専門部に帰属します。 ■作成者 平山 健二 

 


